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メタバースがにわかに注目され今後の急拡大が期待されている。このメタバースの世界に入るには XR（エクステンディッ

ドリアリティー）で総称されるAR/VR/MR機器が重要な役目をし、AR/VR/MRセット市場の急成長も期待されている。

AR/VR/MRセットには、ディスプレイ、光学系、センサー、音響、無線など様々な先端的デバイスが搭載・集積されており、

それらデバイスの性能を発揮するための様々な部材が使われている。 

本レポートでは、世界各地のホットな状況などを紹介しながら、AR/VR/MR機器の市場、セットの技術や特徴、搭載され

ているディスプレイの種類・性能および表示をつかさどる光学系の構造・原理・使用部材、表示の課題、参入している代表的

企業などを解説する。更には、AR/VR/MRの世界に没入する際に問題となる表示の課題や改善方法などを整理し、今後の

技術や材料の方向を掴む為の情報を提供する。 
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＜AR/VR/MR機器の技術と関連部材＞ 

～メタバースを支えるデバイスと材料の市場～ 
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ARの光学系 


